2013年5月31日
鏡ヶ池会会員　各位
名古屋大学土木系同窓会　鏡ヶ池会
「銀しゃち」編集局の募集について
　会員の皆様におかれましては、日頃より会の運営にご参画ご協力いただき、ありがとうございます。

さて、鏡ヶ池会では、シニア会員の増加に対応するべく、機関誌｢銀しゃち｣の刊行を2011・12年度に2度にわたり行いました。刊行にあたっては、編集業務を鏡ヶ池会事務局と切り離すこととし、1期生の杉野尚夫様に編集局を務めていただきました。また、多数の執筆者の皆様にご協力をいただきました。あつく御礼申し上げます。
　刊行された「銀しゃち」が多くの会員から好評をいただいていることを踏まえながら、次号については2014年度初めの刊行を目指すことと役員会にて決定し、2012年末に刊行された「しゃち」の誌上において編集局の募集をさせていただきましたが、応募がございませんでした。そのため、役員会で善後策を検討した結果、再度募集をかけることとなりました。
　「銀しゃち」の発行概要は下記のとおりです。編集局を担当してもよいとお考えの方は、2013年6月末日までに、別紙の応募要領にしたがってご応募いただきますようお願い申し上げます。複数の応募がありました時は、役員会にて審査のうえ決定させていただきます。ご応募をお待ちいたしております。
以上
「銀しゃち」第３号　発行概要
1発行時期
　2014年度の早い時期を予定
2規格
　A4、縦書き、80ページ程度を想定
3送付先
　鏡ヶ池会プレミアム会員、会費納入者および会費免除者（1300部程度）
4投稿者
　会員を原則とするが、編集局から非会員に投稿依頼することは可とする
5編集局の役割
①原稿の投稿依頼および受領
　投稿に関するアナウンスは「しゃち」、ホームページその他を活用する
　投稿依頼の原稿は編集局が作成し、従来の鏡ヶ池会連絡ルート（HP、各期幹事経由）を通じて周知する
②編集
　投稿原稿は編集局が直接受け取り、その後の投稿者とのやりとりはすべて編集局の責任で行う
③「銀しゃち」の送付
　印刷・送付作業は編集局が行う。送付用名簿は電子ファイルで鏡ヶ池会事務局より供与される。
④経費
　本体印刷費、送付経費、送付用封筒印刷費、編集雑費（投稿者等との通信費、コピー費、送付用ラベル作成費、編集局作成原稿に関わる取材・座談会等経費＜交通費等＞、その他雑費）
経費は鏡ヶ池会事務局との間で2013年度末にいったん精算し、刊行後に再度精算する。
総経費（予算）は55万円を想定している。大幅な増額が生じる場合はあらかじめ鏡ヶ池会事務局と協議する。また、経費使用に関して鏡ヶ池会事務局が確認することができるよう証拠書類を保存する。
「銀しゃち」編集局応募要領
応募者は下記の事項について記載し、お送り下さい。書式は自由です。応募は、郵送、FAX、電子メールのいずれでも結構です。
　送付先：鏡ヶ池会幹事長　加藤　博和
〒464-8603

　　　　　名古屋市千種区不老町C1-2(651)
　　　　　名古屋大学大学院環境学研究科都市環境学専攻
          　Tel: 052-789-5104
　　　　　　Fax: 052-789-1454
          　E-mail: kato@genv.nagoya-u.ac.jp
　締　切  2013年6月末日
記
1　応募者氏名（卒業期数）
2　編集局を設置する予定の場所（住所）
3　電話番号、FAX番号、メールアドレス
4 編集方針：紙面の構成、デザイン、特集記事の考え方など
5　原稿募集の方針・方法：発行概要に対する修正提案があっても構いません。
6　発行までの概略スケジュール案
7 その他要望等
以上
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